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○審査事件等 

１ 今期定例会の会期及び会期日程（案）について 

２ 今期定例会に付議される議案等について 

３ ３月定例会中の新型コロナウイルス対策の取扱いについて 

４ 委員外議員の発言の取扱いについて（取りまとめ） 

         ───────────────────────────────────────── 
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△開  会 

○委員長（森満 晃）これより、議会運営委

員会を開会いたします。 

 本日の委員会は、お手元の審査日程により審査

を進めたいと思いますが、御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（森満 晃）御異議ありませんので、

そのように審査を進めます。 

 まず、議長からお願いいたします。 

○議長（大田黒 博）皆さん、おはようござ

います。２か月前の議運の、その後の私の行動で

したけれども、東京に２回、大分に１回。それぞ

れ東京は原子力のサミットの実行委員会、反省会

と基地協議会の総会がありました。大分では、九

州の議長会理事会ということで、それぞれ出会を

して対応しました。 

 それと昨日は、兵庫県の丹波市からの視察団で

した。６名の予定で５名の視察の方が来られて交

流、勉強会をされておりましたので、閉校跡地の

勉強ということで、対応をしました。 

 本日は、懸案になっておりました委員外議員の

発言の取扱いについて、取りまとめをしっかりや

っていただければと思っておりますので、よろし

くお願いし、挨拶といたします。終わります。 

────────────── 

△今期定例会の会期及び会期日程（案）に

ついて 

○委員長（森満 晃）それでは、今期定例会

の会期及び会期日程（案）についてを議題といた

します。 

 概要説明を事務局に求めます。 

○議事調査課長（川畑 央）資料１を御覧く

ださい。 

 会期は２月２０日から３月２４日までの３３日

間とし、２月２０日の本会議で付託事件等審査結

果報告、議案説明及び一部議案審議を行い、翌

２１日の正午を代表質問と個人質問の通告締切り。 

 質問予定者数については、資料１─２のとおり、

代表質問が４会派、個人質問が１２人となってお

りますので、４日間で質問者を割り振ることとし、

３月２日・３日及び６日の本会議において総括質

疑並びに一般質問を行い、７日の本会議では総括

質疑並びに一般質問、その後、議案等を付託。 

 休会中の８日及び９日に産業建設委員会、

１０日及び１３日に生活福祉委員会、１５日を委

員会予備日とし、１６日及び１７日に総務文教委

員会を開催願い、２０日は委員会予備日とし、

２４日の本会議において、付託事件等審査結果報

告及び一部議案審議を予定してはいかがかと考え

ます。 

 最後に、今後の議運についてでありますが、中

日の議運が３月６日の本会議終了後に、最終日の

議運が３月２４日の午前９時から、それぞれ予定

されているところであります。 

○委員長（森満 晃）ただいま説明がありま

したが、質疑、意見はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（森満 晃）オブザーバー、ありま

せんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（森満 晃）質疑、意見はないと認

めます。 

 それでは、本件については、説明のとおりとす

ることで御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（森満 晃）御異議ありませんので、

そのように決定しました。 

 以上で、今期定例会の会期及び会期日程（案）

についての審査を終了します。 

────────────── 

△今期定例会に付議される議案等について 

○委員長（森満 晃）次に、今期定例会に付

議される議案等についてを議題といたします。 

 一括、事務局に説明を求めます。 

○議事調査課長（川畑 央）資料２─１「付

議事件等区分表（案）」を御覧ください。 

 まず、特別委員会の調査報告が１件ございます

が、２月２０日の本会議において、川内原子力発

電所対策調査特別委員会から御報告いただく予定

です。 

 次に、当局からは、報告の４件と令和４年度の

補正予算１０件、一般議案２３件、令和５年度の

当初予算１３件、計４６件の議案の提出が予定さ

れております。 

 ここで、資料２─２「付議事件一覧」を併せて

御覧ください。 

 報告第１号は、国の物価高克服・経済再生実現

のための総合経済対策に係る令和４年度一般会計
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補正予算の専決処分について、議会の承認を求め

るものであり、２月２０日の本会議の審議にして

はと考えます。 

 次に、報告第２号及び第３号は、市道の管理の

瑕疵による事故に係るもの、報告第４号は、行政

指導の過失による事故に係る損害賠償及び和解に

関する専決処分であり、いずれも２月２０日の本

会議において報告を受けるものであります。 

 次に、議案第１号から第１０号までは、国の第

２次補正予算、国県補助内示及び実績見込み等の

増減に対応した令和４年度の各会計補正予算であ

り、これら１０件については２月２０日の本会議

の審議にしてはと考えます。 

 次に、議案第１１号は、定住促進に関する条例

の一部改正であり、本市における定住促進等のた

めの住宅取得等に対する補助制度について、本年

３月３１日限りで補助対象の期間が終了するため、

補助要件を見直して３年間の期間延長を行うほか、

所要の規定の整備を図ろうとするもの。 

 議案第１２号は、集会所条例の一部改正であり、

村東集会所など里地域の五つの集会施設について、

自治会の自発的かつ効果的な活用による地域活性

化を推進するため、その用途を廃止し普通財産に

変更しようとするもの。 

 議案第１３号は、一般職の任期付職員の採用等

に関する条例の一部改正であり、関係法律の規定

に基づき、一定の期間内において増加が見込まれ

る業務の能率的運営を確保するために必要な人材

を任期付職員として採用できるようにするため、

所要の規定の整備を図ろうとするもの。 

 議案第１４号は、財産の取得議案であり、老朽

化の著しい下甑支所の機能を移転するため、下甑

支所仮庁舎一式を取得するもの。 

 議案第１５号は、個人情報の保護に関する法律

の一部改正に伴い、関係条例の整理を図ろうとす

るもので、以上の５件は３月１６日・１７日の総

務文教委員会に付託してはと考えます。 

 次に、議案第１６号は、環境保全条例の一部改

正であり、関係法律の一部改正に伴い、条例中に

引用している法律の名称変更といった所要の規定

の整備を図ろうとするもの。 

 議案第１７号は、いわゆる個人番号の利用に関

する条例の一部改正であり、生活保護法に準じて

行う生活に困窮する外国人に対する生活保護の措

置に関する事務において、個人番号を利用するこ

とができるよう規定の追加をしようとするもの。 

 議案第１８号は、薩摩川内市の附属機関に関す

る条例及び薩摩川内市特定教育・保育施設及び特

定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条

例の一部改正であり、関係法律の一部改正に伴い、

条例中に引用している法律の条項の改正といった

所要の規定の整備を図ろうとするもの。 

 議案第１９号は、薩摩川内市家庭的保育事業等

の設備及び運営に関する基準を定める条例等の一

部改正であり、関係省令が改正され、児童福祉施

設等における安全の確保に関する計画の策定、及

び自動車での送迎に係る安全管理の徹底が義務づ

けられたことに伴い、所要の規定の整備を図ろう

とするもの。 

 議案第２０号は、甑島地域医療従事者等確保基

金について、甑島地域における診療所等の整備に

要する経費の財源にも充てるため、当該基金の名

称及び設置目的、並びに医療福祉対策基金の設置

目的を見直そうとするもの。 

 議案第２１号は、薩摩川内市国民健康保険条例

の一部改正であり、関係政令の一部改正に伴い、

国民健康保険被保険者の出産育児一時金の額を記

載のとおり改定しようとするもの。 

 議案第２２号は、都市下水路条例の一部改正で

あり、都市下水路として設置している春田川下水

路及び平佐川下水路について、市の公共下水道事

業計画を変更し、公共下水道に移行するため廃止

しようとするもの。 

 議案第２３号は、薩摩川内市下水道事業の設置

等に関する条例の一部改正であり、下甑町長浜地

区における水質保全及び公衆衛生の向上を図ると

ともに、公共用水域の水質保全に寄与するため、

特定環境保全公共下水道事業に長浜処理区を追加

しようとするもので、以上の８件は３月１０日・

１３日の生活福祉委員会に付託してはと考えます。 

 次に、議案第２４号は、川内歴史資料館条例の

一部改正であり、博物館法の一部を改正する法律

の公布に伴い、所要の規定の整備を図ろうとする

もの。 

 議案第２５号は、産業振興センター条例の一部

改正であり、薩摩川内市産業振興センターについ

て、施設の効率的かつ効果的な活用を図るため、

２研修室の用途を変更しようとするもの。 
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 議案第２６号は、甑島旅客待合施設条例の一部

改正であり、定期旅客船の寄港がなくなる鹿島港

の旅客待合所を廃止しようとするもの。 

 議案第２７号は、財産の無償貸付議案であり、

記載の土地及び建物を産業の活性化のための事業

の用に供することを条件に、本年４月１日から

５年間、株式会社ユアーショップへ無償貸付けし

ようとするもの。 

 議案第２８号は、久見崎町地内の３路線を廃止

するとともに、当該廃止した３路線並びに同町、

樋脇町及び永利町地内の１０路線を新たに市道路

線として認定しようとするもの。 

 議案第２９号は、「道路メンテナンス事業開戸

橋耐震補強（Ｐ４）工事請負契約」に関する変更

議案であり、施工内容の一部を変更して実施する

必要が生じたことから、記載のとおり契約金額を

変更しようとするもの。 

 議案第３０号は、手数料条例の一部改正であり、

関係法律に基づく低炭素建築物の認定基準の見直

し等に伴い、低炭素建築物新築等計画の認定に係

る評価単位を変更するほか、所要の規定の整備を

図ろうとするもの。 

 議案第３１号は、市営住宅条例の一部改正であ

り、老朽化の著しい宮崎南住宅、中郷住宅、里向

住宅のそれぞれ記載の棟数・戸数について、その

用途を廃止しようとするもの。 

 議案第３２号は、一般住宅条例の一部改正であ

り、老朽化の著しい横辺住宅及び平良宮第１一般

住宅のそれぞれ記載の棟数・戸数について、その

用途を廃止しようとするもの。 

 議案第３３号は、薩摩川内市特別用途地区内に

おける建築物の制限に関する条例の一部改正であ

り、薩摩川内都市計画用途地域のうち、第一種住

居地域から近隣商業地域へ変更する地域について、

住民の生活環境への影響の軽減を目的として、大

規模集客施設等の立地の制限を行うため、複合系

市街地形成促進地区に定めようとするもので、以

上の議案１０件は、３月８日・９日の産業建設委

員会に付託してはと考えます。 

 次に、議案第３４号からは令和５年度の当初予

算となります。 

 議案第３４号は、一般会計予算であり、各常任

委員会に分割付託してはと考えます。 

 議案第３５号、第３６号及び第４０号から第

４３号までの各特別会計予算並びに議案第４４号

から第４６号までの各会計予算は生活福祉委員会

に、議案第３７号から第３９号までの各特別会計

予算は産業建設委員会にそれぞれ付託してはと考

えます。 

 なお、今期定例会に提出予定の財産の取得議案、

財産の無償貸付議案及び工事請負契約の変更議案

については、今後、各議員に文書等で照会するな

どして、除斥対象議案かどうかの確認をさせてい

ただくこととしております。 

 除斥対象議案につきましては、他の議案と一括

議題にすることは困難でありますことから、１件

ずつの議題として、初日の提案理由の説明から総

括質疑、委員長報告及び採決に至るまでの各場面

で個別の取扱いとなってまいりますので、御理解

賜りたいと存じます。 

 最後に、今後の提出予定議案等でありますが、

最終日に人事案件２４件が予定されているとのこ

とであります。 

○委員長（森満 晃）引き続き、当局の補足

説明に入りますが、案件が複数ありますので、

１件ずつ説明を求め、質疑を行ってまいります。 

 まず、第１２回補正予算について、当局に補足

説明を求めます。 

○財政課長（祁答院欣尚）それでは、今市議

会定例会に上程いたします議案第１号から議案第

８号までの各会計補正予算の概要について御説明

いたします。 

 別冊の資料５、薩摩川内市各会計予算書・第

１２回補正の２５１ページ、「各会計歳入歳出補

正予算額調」を御覧ください。 

 今回の補正は、一般会計のほか７特別会計にお

いて予算補正を行っており、一般会計の補正額は

２億６,６９０万４,０００円の減額で、補正後の

額を５８４億６,８４８万６,０００円とするもの

であり、特別会計は御覧のとおりであります。 

 まず、特別会計の主な補正内容について説明い

たします。 

 土地区画整理事業の３特別会計は、実績見込み

による減額のほか繰越明許費の設定を、国民健康

保険事業特別会計は、実績見込みにより増減を、

国民健康保険直営診療施設勘定特別会計は、実績

見込みによる増減のほか地方債の変更を、介護保

険事業特別会計及び後期高齢者医療事業特別会計
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は、実績見込みにより増減を行うものであります。 

 それでは、一般会計について補正予算の概要を

説明いたしますので、２５５ページ、２歳出目的

別を御覧ください。 

 今回の補正は、歳出科目において、事務事業の

実績見込みにより各経費の減額を行っております

が、科目ごとの減額理由の説明は省略することと

し、増額した科目について説明いたします。 

 総務費では、財政管理費において、前年度実績

の確定に伴い国庫支出金等精算返納金を計上し、

財産一般管理費において、市有施設の経年化に備

え、計画的保全に充てるため市有施設保全基金積

立金を増額し、企画開発費において、国の補正予

算に伴い増額交付のあった普通交付税、臨時経済

対策費分を国の「物価高克服・経済再生実現のた

めの総合経済対策」の事業や同経済対策に合わせ

た独自の地域活性化策等を実施するため、地域活

性化基金積立金を増額するものであります。 

 民生費では、児童館費において、前年度実績の

確定に伴い国庫支出金等精算返納金を計上し、保

育所運営費において、実績見込みの増により保育

所扶助費を増額するものであります。 

 衛生費では、国民健康保険対策費において、国

民健康保険事業特別会計操出金を増額し、クリー

ンセンター管理費及び汚泥再生処理センター施設

管理費において、それぞれ実績見込みの増により

処分経費を増額するものであります。 

 商工費では、次世代エネルギー利活用推進費に

おいて、次世代エネルギー推進費寄附金の計画的

活用を図るため、次世代エネルギー推進基金積立

金を増額するものであります。 

 土木費では、港湾県営事業負担金において、国

の補正予算に伴う川内港京泊地区ほかの県営事業

に対する負担金を増額し、港湾直轄改修事業負担

金において、国の補正予算に伴う川内港唐浜地区

の直轄事業に対する負担金を増額し、都市計画総

務費において、大規模盛土における安全対策の要

否検討のための詳細調査に要する経費を計上する

ものであります。 

 次に、歳入について説明いたしますので、

２５３ページ、１歳入を御覧ください。歳入にお

いても増額となったものについて説明いたします。 

 地方交付税では、普通交付税において、国の補

正予算に伴う増額交付の未計上額を増額するもの

であります。 

 国庫支出金では、都市計画事業補助金において、

大規模盛土における安全対策の要否検討のための

詳細調査に係る社会資本整備総合交付金を増額す

るものであります。 

 財産収入では、土地建物売払い収入において、

土地建物の売払い収入見込みにより増額し、物品

売払い収入において、車両等の売払い収入見込み

により増額するものであります。 

 寄附金では、社会福祉費寄附金として１件の

１００万円を、災害救助費寄附金として２件の

３万円を、商工費寄附金として１件の１１７万

３ ,０００円を、教育費寄附金として１件の

９０万５,０００円を御寄附いただきましたので、

計上するものであります。 

 諸収入では、雑入において、建物共済災害共済

金、鹿児島県市町村振興協会市町村交付金、地区

振興事業助成金等の収入見込みにより増額するも

のであります。 

 市債では、港湾整備事業債において、港湾県営

事業負担金及び港湾直轄改修事業負担金の実績見

込みに伴い、増額するものであります。 

 次に、繰越明許費補正について説明いたします。

１２ページ、１３ページを御覧ください。 

 第２表、繰越明許費補正は、遊休公共施設等増

築及び改修助成事業など３２事業について追加す

るもので、工法検討、用地交渉、関係機関との調

整等に期間を要したことや国の補正予算に伴い予

算措置するものであり、変更の３事業については、

事業の執行見込みにより事業費を増減するもので

あります。 

 次に、債務負担行為補正について説明いたしま

す。１４ページを御覧ください。 

 第３表、債務負担行為補正は、タブレットドリ

ル更新事業を追加するとともに、地域おこし協力

隊活動車両借上げ事業など４件について、事業執

行に伴い期間・限度額を変更し、廃止の３件は、

本年度に債務が発生しなかったことによるもので

あります。 

 最後に、地方債補正について説明いたします。

１５ページを御覧ください。 

 第４表、地方債補正は、集会所整備事業など

２１事業について、事業の実績見込みにより借入

限度額を変更し、過年公共災害復旧事業について、
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起債種別を変更したことにより廃止するものであ

ります。 

○委員長（森満 晃）ただいま説明がありま

したが、質疑、意見はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（森満 晃）オブザーバー、ありま

せんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（森満 晃）質疑、意見はないと認

めます。 

 次に、令和５年度当初予算について、当局に補

足説明を求めます。 

○財政課長（祁答院欣尚）それでは続きまし

て、令和５年度当初予算について、その概要を説

明いたしますので、「当初予算の概要」３ページ

を御覧ください。 

 令和５年度当初予算編成におきましては、「第

２次薩摩川内市総合計画」「未来創生１０ビジョ

ン」及び「アフターコロナを見据えた薩摩川内市

の中期的展望」の着実な進展を図るとともに、ウ

イズコロナ、アフターコロナへの取組の推進、

「薩摩川内市未来創生ＳＤＧｓ・カーボンニュー

トラル宣言」及び「薩摩川内市ＳＤＧｓ未来都市

計画」の趣旨を踏まえた取組の推進に留意し、健

全で持続可能な財政基盤を堅持することを主眼に

編成いたしました。 

 この結果、令和５年度の一般会計当初予算は

５４５億４,０００万円、前年度に比べ１０.７億

円、２.０％の増額予算となりました。また、令

和４年度当初予算では、新型コロナや国の補正予

算対応など令和３年度に前倒しで予算措置し、令

和４年度に繰り越して一体的執行を行っており、

その事業費を加えた実質的な予算規模で比較しま

すと、前年度比５.４億円、１.０％増となったと

ころでございます。 

 予算の内容につきましては、当初予算のポイン

トを使って御説明いたします。当初予算のポイン

トを御準備ください。 

 今回、当初予算のポイントについて内容の見直

しを行い、予算書、予算概要の説明ポイントにつ

いて、より見やすくとの視点で掲載事業もアピー

ルすべき新規・継続事業に絞って掲載しておりま

す。 

 ２ページをお開きください。 

 ３ページにかけて、５４５億４,０００万円、

対前年度比２.０％の増となりました令和５年度

一般会計当初予算を説明するに当たり、ポイント

となる「子ども・子育て」「ＳＤＧｓ・カーボン

ニュートラル」「ＤＸ、デジタル・トランスフ

ォーメーション」の三つのキーワードについて、

関連する主な事業を、新規事業は事業名の頭に黒

い星印を、継続事業は白い星印で表示しておりま

す。 

 ４ページをお開きください。 

 ４ページからは、第２次総合計画の施策体系に

沿って、主な新規事業及び継続事業のうち、拡充

した事業について掲載しております。 

 政策「１健康・福祉」では、新規事業として、

（仮称）上甑島診療所の基本構想、基本設計を行

う「（仮）上甑島診療所新築に係る基本構想・基

本設計業務委託事業」。 

 ５ページを御覧ください。 

 支援を必要とする家庭に訪問ヘルパーを派遣す

る「子育て支援ヘルパー派遣事業」、医療的ケア

の体制整備・人材育成を支援する「居宅介護事業

所における医療的ケア促進事業」など９３事業を

展開するものであります。 

 ６ページをお開きください。 

 「２生活環境」では、新規事業として、新たな

土砂災害警戒区域などを反映した防災マップを作

成・配布する「防災マップ整備事業」、甑島区域

から燃やせるごみを島外搬出する「大型塵芥車両

購入事業」、指定ごみ袋の再資源化の実証試験を

行う「川内クリーンセンター不燃ごみ用市指定ご

み袋資源化事業」など２８事業を展開するもので

あります。 

 ７ページを御覧ください。 

 「３産業振興」では、新規事業として、薩摩川

内市商工会が実施する特産品開発等を支援する

「海の幸山の幸特産品開発・ＥＣ促進支援事業」、

市内特定地域への事業所等の新増設・移転を支援

する「企業誘致事業（特定地域産業立地支援事業

補助金）」、市内東部区域の地域資源を生かすた

め、東部区域観光リボーンプロジェクトなどを行

う「東部区域観光振興支援事業」など８７事業を

展開するものであります。 

 ８ページをお開きください。 

 「４社会基盤」では、新規事業として、空き家
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の家財道具処分費やリフォーム費用等を助成する

「地域移定住促進事業」、デジタル地域通貨の運

用基盤となる「デジタル地域通貨プラットフォー

ム構築事業」、廃止路線代替バスの運行継続を支

援する「コミュニティバス等利用促進事業」など

５７事業を展開するものであります。 

 １０ページをお開きください。 

 「５教育文化」では、新規事業として、給食セ

ンター統合のための施設改修設計を行う「給食セ

ンター統合事業」、教職員の補助などの支援業務

を行う「学校校務支援員配置事業」、不登校やい

じめ問題など生徒指導上の取組等の検証・研究を

行う「こどもの発達を支える生徒指導に関する調

査研究事業」など５１事業を展開するものであり

ます。 

 １２ページをお開きください。 

 「６地域経営」では、新規事業として、令和

５年度から策定作業が本格化する「第３次総合計

画策定事業」、可愛・長浜コミセンの建て替えに

係る設計を行う「コミュニティセンター整備調査

事業」を。拡充した事業として、コミュニティビ

ジネスの創出・拡充のため、ＤＸコースなどを追

加した「地区コミュニティ活性化事業」など

２９事業を展開するものであります。 

 １３ページを御覧ください。 

 当初予算概要に掲載したゼロ予算事業の中から、

特徴的な事業について掲載しております。 

 １４ページをお開きください。 

 会計別の予算額と前年度比較、主な要因を表示

しております。 

 一般会計の１０.７億円、２.０％増の主な要因

は、特別国民体育大会の本格実施、ＤＸ推進など

地域課題への対応、港湾直轄改修事業や消防通信

指令共同運用事業など、大型投資事業の増などに

よるものです。 

 特別会計について、九つの特別会計の予算額合

計は２６０億５,０００万円で、前年度比３.２億

円、１.２％の減となりました。 

 企業会計について、三つの企業会計の予算額合

計は５６億５,０００万円で、前年度比３.１億円、

５.８％の増となりました。 

 １５ページには、一般会計歳入について、自主

財源、依存財源の区分別に科目別の予算額と前年

度比較をお示ししております。 

 １６ページをお開きください。 

 一般会計歳出の性質別内訳について、義務的、

投資的、その他の経費の区分別に性質費目別の予

算額と前年度比較をお示ししております。 

 １７ページには、一般会計の歳入、性質別歳出

について、１か月４０万円の家計に例えた場合の

家計簿で見かける収入、支出の区分ごとに割り戻

した金額を表にしております。 

 １８ページをお開きください。 

 一般会計歳出の目的別の予算額と前年度比較を

お示ししております。 

 １９ページには、１８ページで示した一般会計

の目的別歳出について、市民一人当たりに換算し

た場合の予算額を表にしております。 

 ２０ページをお開きください。 

 ２０ページ、２１ページには、人件費、職員数

など補足すべき数値について、前年度比較と主な

要因について記載しております。 

○スマートデジタル監（喜山雄介）当初予算

の関連でデジタル関係の補足で、全体について説

明をさせていただきます。 

 こちらは議会資料を使って御説明をさせていた

だきます。 

 本市では、昨年７月にスマートデジタル戦略室

を設置しまして、市のスマートシティ構想の実現

を目指し、各分野でのＤＸに取り組んでいるとい

うところでございます。 

 下の図が具体的な取組の全体像になります。こ

のうち、赤字の部分が当初予算事業という形にな

ります。大きく分けて上の部分が、各政策分野に

おいて課題を解決するデジタルサービスの実装に

取り組む部分、下の部分が、これらデジタルサー

ビスの実装を進めるに当たって必要な基盤を整備

する部分ということで取り組んでまいります。 

 本年度は特に、この下の部分でマイナンバー

カードの普及促進ですとか、庁内の若手職員で構

成するスマートシティ・マイナンバーカードプロ

ジェクトチームというものが中心となって業務の

効率化・デジタル化、ＥＢＰＭの推進に力を入れ

て取り組んでいるというところでございます。 

 さらに、当初予算事業としまして、左側の部分、

会話内容をリアルタイムで文字化するライブ字幕

表示システムの導入、右側の部分ですけれども、

ホームページなどの文字情報をイラストに変換す
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る画像作成ＡＩシステム、現在、税の滞納者に対

して紙ベースで行っている預貯金照会事務をシス

テム化するための費用などを計上しているところ

でございます。 

 続けて、上のデジタルサービスの実装の部分で

す。 

 本年度は、特に複数の分野にまたがる波及効果

があるような鍵となる事業の立ち上げに取り組ん

できております。 

 そのうち一つが、地域通貨プラットフォームに

なります。これは域内の加盟店で使えるデジタル

地域通貨を運用するプラットフォームということ

で、域内の経済活性化を図る取組でございます。

その上で、このプラットフォーム上で各種行政

サービスのデジタル化を図り、コストを抑えた利

便性の高い行政サービスの提供というのをできる

ようにします。 

 初年度は、子育て応援券、産後ケア応援券、そ

れから、ふるさと納税返礼品としてのデジタル商

品券に取り組むこととしております。今後、官民

の様々なサービスにも拡大をしていきたいという

ふうに考えております。 

 もう一つ、右側の部分が、要介護患者情報連携

システムということで、こちらは川内市医師会の

ほうからシステム導入への補助の要望を受けて、

市としては、国のデジタル田園都市国家構想交付

金のタイプＸと呼ばれる１００％補助の仕組みを

活用し、補助をしていきたいというふうに考えて

おります。現在、国に交付金の申請をしていると

ころです。申請が通りましたら、国の交付決定が

４月１日になりますので、６月議会での予算化と

いうのを予定しております。 

 システムの内容ですけれども、市内の病院、診

療所、介護施設、薬局、御登録いただいた施設に

おいて、その個別に管理している電子カルテなど

の患者データというものを、もちろん患者の同意

を頂いた上でクラウドサーバー上に統合し、一つ

のデータにすると。これによって、それぞれほか

の医療機関でもデータの閲覧が可能になるという

ものでございます。 

 これによって例えば、ほかの医療機関での診断

内容なんかが閲覧可能になるということで、的確

に患者の状態が把握できるようになります。救急

搬送時なども患者御自身の御説明が困難な状況で

も、より効果的に活用ができると。さらに、こう

いった医療機関での入院時のデータなどを介護施

設で閲覧できれば、適切な受入体制の整備もでき

ますし、薬局での適切な服薬指導なんかにもつな

がると、重複検査・重複処方の解消を通じた医療

費の削減にもつながるというふうに考えておりま

す。 

 このシステムを活用して、患者御自身が健康状

態を閲覧できる患者健康アプリ、それから、へき

地でのオンライン診療、医療ＭａａＳ車両につい

ても、併せて導入をしたいというふうに考えてお

ります。 

 ２ページ目には、御参考として、交付金の申請

概要を添付させていただいております。こういっ

た様々な医療ＤＸの仕組みをパッケージで導入す

るマルチ医療ＤＸ事業という形で、事業費は２億

１ ,２００万円を予定しております。この

１００％補助のタイプでの申請は、県内で一つだ

けということでございます。 

 １ページ目に戻ります。 

 この二つの事業以外にも各所管部局において、

防災・安全の分野では、建設部において、河川に

浸水検知センサーを設置してリアルタイムで情報

を共有するシステムを構築するといったことです

とか、道路の損傷箇所などを市民が行政に通報で

きるアプリの導入というものが盛り込まれており

ます。 

 また、コミュニティの分野では、従来の補助金

にＤＸ構想を新設しまして、自治会等の自主的な

デジタル化の取組を支援していくというスキーム

をつくっております。行政手続の分野では、こち

ら昨年の９月議会で予算措置を頂いて、公金収納

のキャッシュレス化にも取り組んでおります。こ

のほかにも例えば、公共交通、農林水産業など、

全国的にもデジタル化が進められている分野がご

ざいます。 

 今後、地域の課題解決に資する、こういった

サービスの実装というものに取り組むことで、ス

マートシティ構想の実現に向けて取り組んでいく

ということでございます。 

○委員長（森満 晃）ただいま財政課長とス

マートデジタル監より、当初予算関係について説

明を頂きましたが、質疑、意見はありませんか。 

○委員（坂口健太）財政課にお伺いいたします。
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当初予算のポイントが令和５年度からリニューア

ルというか、イラストがカラーになって見やすく

なったと思っているんですけれども、一方でちょ

っとお伺いしたいところがあるんですけれども、

今までも総合計画の六つの政策ごとに各事業の分

類がされていて、当初予算の概要ポイントに今ま

では全ての事業がばあっと並んでいたわけですよ

ね。 

 それはそれで全ての各事業が六つの政策ごとに

分けられていたので、予算審査においても分かり

やすい部分があったかと思うんですけれど、今回、

幾つかの事業、新規事業・拡充する事業のみが掲

載されているということになったわけというか、

見やすくするという意図もあると思うんですけれ

ども、教えていただければと思います。 

 もう１点、同じ観点から。これまでも人件費と

か職員とかの推移を過去数年間にわたって掲載し

ていただいたんですけれども、今回においては前

年度との比較となって、中長期間にわたっての比

較がちょっとしづらくなったのかなと思うんです

けれども、この２点について、どういったことで

こうなったのか教えていただければと思います。 

○財政課長（祁答院欣尚）総じて申し上げま

すと、より見やすく、分かりやすく、ポイントを

絞ってということに主眼を置いて見直しを行って

おります。 

 まず１点目の新規・継続事業のみ、継続事業の

うち拡大した事業のみ今回は掲出しておりますが、

内部でもちょっとその仕組みについて検討をいた

しました。 

 そのときに従来のポイントにつきましては、概

要の目次になっていると、目次化していると。そ

れぞれ字も掲載する容量のデータが多いために、

字の部分も小さくなってしまって、より見にくく

て字がだぁっと並んで取っつきにくいというよう

なことがありますので、新規・継続事業にポイン

トを絞って今回、掲出をしたということになりま

す。概要のほうは施策体系別には並んでおりませ

んが、所管別には一応並んでおりまして、そうい

う整理にはなっておるのかなあというふうにはち

ょっと考えているところです。 

 あとデータにつきまして、これまでは合併以降

の基準年度になるようなところの推移を載せてお

りました。今回、前年度比較だけに絞って載せさ

せていただきました。これまでも経緯はグラフな

どを使って視覚的に見られるようにしてはおりま

した。今回は前年度比較だけに絞って、増減のポ

イントを説明することに絞って掲出をさせていた

だいた都合上、こういう掲載の仕方になっている

ところでございます。 

○委員長（森満 晃）そのほかありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（森満 晃）オブザーバー、ありま

せんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（森満 晃）質疑、意見は尽きたと

認めます。 

 その他、当局から補足説明はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（森満 晃）それでは、今期定例会

に付議される議案等の審査方法については、説明

のとおり取り扱うことで御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（森満 晃）御異議ありませんので、

そのように決定しました。 

 以上で、今期定例会に付議される議案等につい

ての審査を終了いたします。 

 ここで、協議会に切り替えます。 

        ～～～～～～～～～～ 

        午前１０時３８分休憩 

        ～～～～～～～～～～ 

        午前１０時４６分開議 

        ～～～～～～～～～～ 

［休憩中に当局職員退室］ 

○委員長（森満 晃）ここで、本会議に戻し

ます。 

────────────── 

△３月定例会中の新型コロナウイルス対策

の取扱いについて 

○委員長（森満 晃）次に、３月定例会中の

新型コロナウイルス対策の取扱いについてを議題

といたします。 

 事務局に説明を求めます。 

○議事調査課長（川畑 央）資料を御覧くだ

さい。議題の件につきましてですが、上のほうの

グラフあるいは下のグラフの一番右が、２月１日

現在の状況でございます。上の表につきましても

下の表につきましても、縦の高さが発生数を表し
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ているところですが、左に目を移していっていた

だきますと、それぞれ１２月議会あるいは９月議

会と同等程度の今現在２月１日の発生状況となっ

ております。また、ピークアウトはしている状況

がうかがえるところでございます。 

 開けていただきまして、（３）国のコロナ対応

方針についての概要をお示しさせていただきまし

た。 

 アですけれども、国におきましては、５月８日

から新型インフルエンザ等感染症に該当しないも

のとし、第５類感染症に移行する見込みでござい

ます。 

 イですけれども、医療提供体制については、イ

ンフルエンザなど他の疾病と同様となるため、幅

広い医療機関で受診できる医療体制に向けて必要

となる感染対策や準備を構じつつ、段階的な移行

を目指すとされております。 

 また、ウで、マスクの取扱いの検討に関しまし

ては、感染状況等も踏まえて行い、今後、早期に

見直し時期も含め、その結果をお示しするとされ

ております。 

 エ、引き続き、効果的な換気や手洗いなどのお

願いがされているところです。 

 ４番目が、県の対応方針ですけれども、現時点

においては具体的には示されていないところでご

ざいます。 

 ２以下、次のページ、６の４ページまで、これ

までの対策を具体的に、また資料としてお示しさ

せていただきましたが、これまでと違う対策とし

て提案させていただいたところが、２番目の

（１）３密対策のイです。 

 これまで一般質問のときに１０分から１５分程

度の換気を取っていたんですけれども、これを若

干縮めまして５分から１０分程度としてはどうで

しょうかという部分と、４ページを御覧いただき

ますと、休憩中に御利用いただけるように事務局

横の議員控室において、湯茶を準備することとさ

せていただければというような案になっておりま

す。 

○委員長（森満 晃）ただいま説明がありま

したが、質疑、意見はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（森満 晃）オブザーバー、ありま

せんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（森満 晃）質疑、意見はないと認

めます。 

 それでは、本件については、資料のとおりとす

ることで御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（森満 晃）御異議ありませんので、

そのように決定しました。 

 なお、事務局においては、ただいまの決定を受

け、本件取扱いを当局へも周知しておかれるよう

お願いしておきます。 

 以上で、３月定例会中の新型コロナウイルス対

策の取扱いについての審査を終了します。 

────────────── 

△委員外議員の発言の取扱いについて（取

りまとめ） 

○委員長（森満 晃）次に、委員外議員の発

言の取扱いについて（取りまとめ）を議題といた

します。 

 事務局に説明を求めます。 

○議事調査課長（川畑 央）資料の６を御覧

ください。これまで二度ほど協議会において御協

議いただきました内容を取りまとめた資料を準備

させていただきました。 

 １番が、委員外議員の発言の運用について、

４点ほど。 

 ２番が、委員会の進行についてということで、

４点ほど。 

 ３番が、今後の運用と検証についてということ

で、これまでの協議を取りまとめております。内

容については、御承知の部分が大きいので、個別

の説明は控えさせていただきます。 

 ４番目です。本取扱いの開始日と今後の対応に

ついてですけれども、（１）取扱いの開始日を

「３月定例会中の新型コロナウイルス対策の取扱

いについて」の協議を踏まえ、３月定例会からと

するか、６月定例会からとするかの協議をお願い

したいという点と、（２）につきましては、必要

な申合せ事項の改正につきましては、１年を経過

した時点で検証するとされましたことから、１年

経過後の検証と併せて検討して、申合せ事項の改

正が必要であればするというようなことでどうで

しょうかという提案でございます。よろしくお願

いいたします。 
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○委員長（森満 晃）ただいま説明がありま

した。 

 それでは、４番、本取扱いの開始日と今後の対

応について、（１）取扱いの開始日を「３月定例

会中の新型コロナウイルス対策の取扱いについ

て」の協議を踏まえて、３月定例会からとするか、

６月定例会からとするかの御意見を頂きたいと思

います。質疑、意見はありませんか。 

○委員（瀬尾和敬）国が５月８日にコロナを

２類から５類にするというタイミングに合わせて、

この薩摩川内市議会も６月議会からこれに合わせ

てやるということにすれば、コロナ対策をしっか

りとやってきたという大義名分も立つのではない

かと、そういうような思いがあります。私はそう

いうふうに思っております。 

○委員（坂口健太）これまで５月８日に５類相

当になるということではあるんですけれども、本

会議の運営においても休憩時の換気の時間をこれ

までより削減するということです。皆様に御納得

いただいて、先ほど合意がなされたところであり

ました。同様に、今までの感染状況が収束してき

ていること、さらには５月８日に５類相当とされ

ることから、３月議会からの運用開始ということ

でよろしいかと思います。 

○委員（帯田裕達）今、坂口健太議員のほうか

らありましたように、我々会派も３月議会から、

もう収まってきているからどうかということでま

とまっております。 

○委員（瀬尾和敬）私が先ほど申し上げたのは、

やはり何かの大義とか、そういうのがないといけ

ないんじゃないかと。 

 今、収まっている、収まっていると言うけれど、

実際に我々の周りにはまだコロナというのは発生

しているわけです。だから、そういうところに対

して大義名分というのは、やはり国のこの２類か

ら５類にするというのに合わせてというふうな発

想から私は言っているわけです。そうすると、や

っぱり市民の皆さんも「あっ、議会も相当頑張っ

てきたんだなあ」と理解してくださるんじゃない

かという思いで申し上げたところです。 

○委員長（森満 晃）議長からありませんか。 

○議長（大田黒 博）瀬尾委員が言うのは分

からんでもないんですけれども、今、坂口委員か

らありましたように、これだけ審議を重ねてきた

関係でやはり当初から、そういう形でさせていた

だければいいのかなあと。委員外議員も当初にお

いて、しっかりと確認をしたい点もあるかと思っ

ておりますので、その点を踏まえて……。 

 ５類等は国が設定したものであり、そしてまた

今言われるものも加味しながら、３月議会からで

対応ができるんじゃないかとも思っておりますの

で、審議に加えていただければと思っております。

よろしく。 

○委員長（森満 晃）ただいま３月の定例会

からでどうかという意見が多いようですが、その

ほか御意見ございませんか。 

○委員（溝上一樹）僕としては、６月議会から

提案したいんですけれど。やっぱりこの感染の状

況、これはいまだに推移ができない状況であって、

この発生の山を見るとおり、先が読めない状況で

あれば、今までも頑張ってコロナ対策をやってき

たので、そこまで慌てる必要もないのかなと思っ

ております。 

○委員（成川幸太郎）今まで昨年１２月議会

のときにも、新年度からということで論議をして

きてここまで来ているわけですから、とりあえず

３月議会定例会からとして、初日を迎えるときに、

本当に、もう少しひどい状況になっているようだ

ったら、そのときに臨時の対策でそれは３月から

をやめるとかという判断はできると思います。

３月議会を目指して取り組んできたわけですから、

当面は３月定例会から実施するということで進め

ていったほうがいいんではなかろうかなというふ

うな気がします。 

 また、状況を見ながら、その都度判断をすると

いうことも含みとして持ちながら、３月定例会か

らということで今日のところは決定してもいいん

じゃないかなと、私はそう思います。 

○委員（瀬尾和敬）これは水かけ論になるかも

しれませんけれど、私が言いたいのは、何かの根

拠というものをしっかりとこの議会運営委員会は

持っているのかということなんです。私は根拠に

対して、国のこの方策に乗っかるのが、ある意味、

市民の皆さんにも理解をしてもらいやすいんじゃ

ないかという、その思いから言っております。 

 ただ、私は冒頭に申し上げましたけれど、これ

をいずれやるとしても、しっかりとした根拠を市

民の皆さんにお示ししながら、せっかくここまで
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薩摩川内市議会はコロナ対策を一生懸命やってき

ているわけじゃないですか。だから、ここでぴし

ゃっと堂々と「こういうことだからできます。」

という。その根拠が２類から５類になるという、

そこなんです。だから、それを理解してもらえれ

ば、もう簡単な話だと思うんですけれど。 

○委員（成川幸太郎）５類に変わる一つは、

切替えのタイミングでもあろうかと思うんです。

ただ、国等としては５月からというのをいろんな

絡みもあってそこに決めたんだろうと思いますけ

れども、実際にはマスクの着用とかを来月からは

逆に外すことを提唱するとかと、もうちょっと緩

和──５類に引き下げることは５月８日からと決

めたけれど、マスク対策などの対応についてはも

っと早まった施策を進めつつありますので、そこ

ら辺も加味すれば、その５類だけにこだわる必要

もないんじゃないかなと思います。 

 先ほども言いましたように、これが本当にこの

まま国が言うような形で進展していけばいいんで

すけれども、今度の卒業式なんかもマスク着用は

個人判断に任せるということで、基本的に着用を

しない方向で進めているわけですから、やっぱり

国がそういう方向で取り組んでいるということを

加味してもいいんじゃないかなという気はします

けれど。 

○委員（下園政喜）このことにつきましては、

何回も何回も協議をしてきたことですので、当初

目標にしておりました３月議会からというのを重

視していただきたいと思います。 

○委員（坂口正幸）以前から議論してきたこと

でもあって、瀬尾委員のおっしゃることは私も賛

成なんですが、今まで議論してきたというのも踏

まえ、またコロナ感染対策というのも厳しく注意

しながら、３月からでも私はよいのかなあと。ま

た、市民の方には私たちが語っていけばよいのか

なとかも思いつつ、３月からでもよいのかなと私

は思いました。 

○委員（山中真由美）このままいくとちょっ

と収拾がつかなくなると思うんですけれども、副

委員長がおっしゃいました３月議会からというの

で私もよいとは思うんですけれども、どのタイミ

ングでそれを判断するのかというのをここで一度

話し合っていたほうがよいのかなあと思います。

例えばコロナが何人増えたとか、多分このままい

くと３月定例会に入って増えました。じゃあ、ど

のタイミングで委員外議員の発言をやめますと。

そのまま、だらだら流れてしまうのではないのか

なともちょっと思います。 

○委員（成川幸太郎）代表質問・一般質問が

終わって中日に議運があって、各委員会審議を行

う直前でいいんじゃないのかなという気はします、

そのままやっていくかどうかという。私はそう思

いますけれど。 

○委員長（森満 晃）ただいまの意見を要約

しますと、３月定例会からということで、その中

日、議運終了後の感染状況を判断した時点で感染

状況が増えていないようであれば、３月定例会の

委員会から行うということで、そういった方向性

でよろしいでしょうか。 

○委員（瀬尾和敬）私が今こうやって申し上げ

ているのは、私のすぐ身近なところにコロナがい

まだに発生しているんですよ。そういう状況があ

るので、あえてこうやって、もっとしっかりと見

極めて６月議会以降にというふうに言っているわ

けです。しないというわけじゃなくて例えば、こ

れはもうざっくばらんに申し上げますが、私の会

派ではそれが必要なしというのをせっかく説得し

て、いずれはやらないかんというところまで来て

いるわけですから、ここは少しのんでいただいて

５月８日の国の正式な発表を待って、そしてやる

ということを理解してもらえませんでしょうか。

そこがよく分からないんだけれど。 

○委員（帯田裕達）今の現状の推移がそこの表

に出ていますが、委員会が始まる前にその現状が

この今の現状の推移より上がっていたら中止して、

５月８日からということで提案したいんですけれ

ど。そのときに下がっていたら、もう委員外議員

の発言を認めるというのはどうですか。 

 これより増えていたらやっぱり大義名分という

か、審議したときよりも増えているのにそれをし

たというのはどうかと思われると思うので、今日

の推移より増えているようだったら、５月８日以

降の６月議会からということでもいいんじゃない

かと思いますが。現状維持とか減っていたら、も

う認めてもいいんじゃないかと思いますが、いか

がなものでしょうか。 

○委員長（森満 晃）それでは、現在、今日

は２月１０日です。ということは、先ほど副委員
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長からも少し御提案いただきましたが、３月６日

の本会議終了後の中日の議運において、コロナの

感染状況が今の状況よりも増えているようであれ

ば、６月定例会からと。それで、現状維持または

下がっているようであれば、３月定例会から実施

するという方向で、ほかによろしいですか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（森満 晃）それでは、本件につい

ての取扱いの開始日につきましては、今ほど申し

上げましたが、３月６日の中日の議運において、

川薩地区の感染状況を見た上で、現状と同等もし

くは下がっている場合には、この事項については

３月定例会からとすることでよろしいですか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（森満 晃）そのほかの事項につい

ては、資料のとおりとすることで御異議ありませ

んか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（森満 晃）御異議ありませんので、

そのように御了承いただきたいと思います。 

 それでは、各委員におかれましては、本件につ

いても各会派所属議員へも周知していただきます

よう、また事務局においても本件の取扱いについ

て、当局へも周知しておかれるようお願いしてお

きます。 

 以上で、委員外議員の発言の取扱いについて

（取りまとめ）の審査を終了いたします。 

 その他、事務局から何かありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（森満 晃）委員の皆様から何かあ

りませんか。 

○委員（帯田裕達）今後、提案したいことがあ

りまして、第３次総合計画が今もう進んでおりま

す。やっぱり議会の中でも特別委員会を設置した

らどうだろうかという提案と、もう一つは、定数

を含め、報酬を含め、議会改革の特別委員会も設

置したらどうかということで、この２委員会の特

別委員会を設置するということを提案したいと思

いますが、いかがなものでしょうか。 

 細かいことは次の議運でもいいと思うんですが、

この委員会を設置することに対しての審議をお願

いしたいと思います。 

○委員長（森満 晃）ただいま帯田委員のほ

うから、二つの特別委員会の設置を、今後設けて

はどうかという御提案でありますが、それぞれ御

意見はありますか。 

○委員（瀬尾和敬）賛同します。 

○委員長（森満 晃）よろしいですか。 

［「はい」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（森満 晃）それでは、この二つの

特別委員会について、それぞれの会派で、また、

今後も御協議いただいて前向きに御検討していた

だきたいと思いますので、よろしくお願いいたし

ます。 

 そのほかありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（森満 晃）オブザーバー、ありま

せんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（森満 晃）質疑、意見は尽きたと

認めます。 

────────────── 

△閉  会 

○委員長（森満 晃）以上で、議会運営委員

会を閉会したいと思いますが、御異議ありません

か。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（森満 晃）御異議ありませんので、

以上で、議会運営委員会を閉会いたします。 
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